
【短 報】 産業動物

液体フミン物質とドラメクチンの併用が奏功した
アルパカ慢性ヒゼンダニ皮膚炎の1例
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要 約

ドラメクチンの予防的投与を受けていた推定10歳のアルパカが顔面および四肢の脱毛、痂疲形成、掻痒感な
どの慢性ヒゼンダニ皮膚炎症状を呈した。ドラメクチンの投与回数変更に加え、100倍希釈した液体フミン物質
を毎日スプレーした結果、14病日と30病日に再診すると、段階的に痂疲、脱毛範囲が縮小し、50病日には病変
がほぼ消失したため経過観察とした。液体フミン物質の補助的使用は家畜においても慢性皮膚炎からの皮膚機
能回復に有用な可能性が示唆された。
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アルパカ（Vicugna pacos）は、南米大陸原産のラク
ダ科に属する反芻動物亜型（modified ruminants）であ
り、動物性繊維生産を目的として南米諸国の高地、欧州
で広く飼育されている。わが国では1980年代より導入が
始まり、おもに関東以北で数頭から数十頭規模の飼育群
が散在している。アルパカのヒゼンダニ（Sarcoptes sca-
biei var aucheniae）感染症は動物性繊維の生産低下を
もたらす疾患として多くの地域で問題となっており、わ
が国では2014年に著者らが北海道地区学会において発生
報告を行っている。本症の治療には主にイベルメクチン
製剤が使用されるが、慢性化の転機を辿ると治療への反
応性が低下することが知られている［1、2］。今回、慢性の
ヒゼンダニ皮膚炎症状を呈したアルパカの1個体に対し、
液体フミン物質を併用し治療したところ、良好な結果を
得られたため報告する。

症 例

2010年春にニュージーランドより導入を開始し、2019
年5月現在31頭を飼育している上川管内の観光農場に在
籍する推定10歳齢の雌で、最初期に導入された個体で

あった。飼育群は農場内のパドックで幼若個体および高
齢雌の群と、雄および繁殖適期の雌の群に分割され、症
例は前者の群に属していた。柵越しに餌やり体験等で観
光客との接触があるが、パドックの外周を防護ネットで
覆うことで野生動物侵入対策としていた。症例は群内の
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写真1．初診時の症例顔貌
下顎全域の脱毛および痂疲形成、鼻梁に沿った
痂疲形成を認めた
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他個体とともに2カ月に1回ドラメクチン（デクトマッ
クス注：ゾエティス・ジャパン、東京）を予防的に投与
されていた。2019年2月、顔面の脱毛と掻痒感を示す個
体がいるとの稟告を受け往診した。初診時、下顎を中心
とした広範な脱毛および痂疲形成、後肢の脱毛発赤、掻
痒感が認められた（写真1、2）。患部の皮膚掻爬試験
を実施したところ、痂疲から小型のダニ類と思われる虫
体が検出された。実体顕微鏡下での形態学的検査では、
円形の虫体で第3、4脚が発達するヒゼンダニの特徴が
みられたため、本症例はアルパカ固有のSarcoptes sca-
biei var aucheniaeによる感染症と推定された（写真3）。
症例は群内の他個体と比べやや削痩、被毛粗剛を呈して
おり、加齢による免疫低下が疑われた。

治 療

定法に従いドラメクチン投与を月2回に変更するとと
もに［3、4］、液体フミン物質（MR-X：フミン、福島）を
蒸留水で100倍希釈しスプレー液を作成し、皮膚再生機
能促進を目的とし1日1回患部全体へのスプレーを指示
した。

結 果

第14病日と30病日に再診すると、30病日には下顎の脱
毛および痂疲形成範囲の段階的な縮小を認めた（写真4、
5）。後肢の発赤および脱毛は第30病日にほぼ消失した
（写真6）。第50病日には下顎および鼻梁の脱毛が消失
し、痂疲もほぼ認められず、掻痒感もみられなかったた
め経過観察とした（写真7）。現在（80病日）まで再発
をみていない。

考 察

液体フミン物質はフミン酸とフルボ酸が同等に含有さ
れているプランクトンや海藻などの海洋性堆積物から抽
出されるpH2．7の液体であり、抗菌効果、重金属キレー
ト効果、土壌改良および種子発育促進効果が報告されて
いる［5、6］。また主成分であるフルボ酸は細菌バイオフィ
ルムへの効果［7］、皮膚線維芽細胞の活動促進およびコ
ラーゲン分解抑制効果［8］が報告されており、医科歯科
薬、入浴剤などに配合されているが、国内で動物に対す
る使用報告はなされていない。

写真2．初診時の右前肢
趾間の脱毛および皮膚の発赤を認めた

写真3．皮膚掻爬試験により検出された虫体
虫体は円形で第3、4脚が発達していた

写真4．14病日の顔貌
下顎の痂疲範囲の縮小を認めた
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また、アルパカのヒゼンダニ感染症は群内で慢性化し
しばしば大きな経済的損失となることが知られている
が［1］、駆虫薬投与以外の治療法についてはほとんど知
見がないのが現状である。
本症例はドラメクチンの予防的投与を受けていたにも

関わらず脱毛、痂疲形成、掻痒感など典型的な慢性ヒゼ

ンダニ皮膚炎症状を呈していたが［1］、ドラメクチン投
与量の変更と液体フミン物質スプレーを併用することで
一定の治療効果を得たと考えられる。本症例において液
体フミン物質はヒゼンダニが穿孔した皮膚組織の線維芽
細胞を活性化し組織修復を促進することで、皮膚機能回
復の一助となった可能性があると考えられた。
ヒゼンダニ感染症は産業動物、伴侶動物分野を問わず

多くの家畜種で発生がみられるほか、ヒトにおいても老
人性疥癬の原因になるなど広い範囲で問題となっている
疾患といえる［9］。治療にはイベルメクチン系薬剤、各
種殺虫剤が用いられるのが一般的だが［9］、安全性や食
品残留の危険性を鑑みると海洋性堆積物由来で毒性の極
めて低い液体フミン物質の治療補助剤としての需要は大
きいと思われる。また液体フミン物質はその抗菌効果か
ら土壌や畜舎環境清浄化対策の一助となる可能性もある。
今後の課題として他の家畜種や伴侶動物への応用、周辺
環境の消毒効果について検討していきたい。
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